


















善する7つの法則として、 l. 学生と教員のコンタクトを促す、2. 学生同士の意見交換や
協力を展開する、3. アクティブラー ニングを促す、4. 迅速なフィー ド
‘
バックを与える、5.








く」、 ペアワ ークなどで他の学生に「教えるIなど多様な行為を通じて、 具体的に学習者の
力が身につくような授業の改善が求められている。
本学が進めている、 ラー ニング・ アシスタン卜（LA）も上級生が下級生に対して教育的
なアドバイスを行うことで、 教えることで学ぶ（Teachingis Learning : TIL)という効果
を高めるべきであり、 さらにLAや学習者に対して、我々教員がどのように関与やサポー ト
をするのかとし、う課題も改善すべきである。
本紀要に投稿された多くの教育実践の事例を通じて、 本学の教育活動の実践交流と質的
発展に寄与できれば幸いである。
